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プロジェクト研究 

理科の系統的な学習プログラムにおける 

形成的評価を促す学習評価ツールの開発 

 

河端　将史 

 

　指導と評価の一体化を図る中で，児童生徒一人一人のつまずきや伸びについて指導の過程を評

価する形成的な評価を行うことが重要であるが，小学校・中学校・高等学校（以下，それぞれ小・

中・高）を一貫して形成的な評価を促す学習評価方法を開発した事例はほとんど見られない。そこ

で，小・中・高の栗山町内の理科担当教諭及び理科教育センターで実施した研修講座の受講者（以

下，作成者）の協力を得ながら，北海道立教育研究所附属理科教育センターがまとめた，理科の学

習評価事例集及びその作成過程について報告する。 

 

［キーワード］学習評価　　評価方法　　形成的な評価　　資質・能力　　系統性　　探究の過程 

 

１　学習評価に係る小学校・中学校・高等学校

の一貫性 

  作成者と学習評価方法を検討するに当たって，

小・中・高の一貫性について，育成を目指す資

質・能力，内容の系統性，探究の過程に十分配

慮するよう，それぞれ次のように整理した。 

 

(1) 理科の資質・能力 

小学校学習指導要領（平成29年告示）1) ，中

学校学習指導要領（平成29年告示）2) 及び高等

学校学習指導要領（平成30年告示）3) における

理科の資質・能力の記載をまとめたものを表１

に示す。主な共通点として，知識，学びに向か

う力，人間性等は「自然の事物・現象」を，技

能，思考力・判断力・表現力等は「観察，実

験」をそれぞれ対象としていることなどが考え

られる。一方，主な差異点として，どの資質・

能力においても小での「問題解決」は中・高で

は「科学的に探究」であり，知識及び技能では，

小での「理解を図り」は中・高では「理解を深

め」，小・中での「基本的な技能」は高では

 「技能」とされていることなどがある。

表１は，小・中・高の資質・能力を示してお

り、本研究では育成を目指す資質・能力につい

て，小・中・高の系統性を確認する資料として

 活用した。
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知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

高等学校

自然の事物・現象についての理解を
深め，科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度を
養う。

中学校

自然の事物・現象についての理解を
深め，科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本的な
技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

小学校
自然の事物・現象についての理解を
図り，観察，実験などに関する基本
的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，問題解決の
力を養う。

自然を愛する心情や主体的に問題
解決しようとする態度を養う。

表１　小学校・中学校・高等学校の理科の資質・能力
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(2) 内容の系統性 

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

理科編理数編4) における，小・中の理科と高の

基礎を付した科目の各領域を柱とした内容の構

成をまとめたものを表２に示す。なお，領域は

エネルギー，粒子，生命，地球などの科学の基

本的な概念を，見方は各領域において主として

 捉える視点を示している。

内容の系統性について，例えば，「物理基

礎」など基礎を付した科目においては，関連す

る中学校の内容を適宜取り入れ復習した上で学

習を進めたり，新たに学習した視点で中学校の

内容を見直したりすることから，表２は，主に

知識及び技能の目標を評価する際に，小・中・

 高の一貫性を確認する資料として活用した。

 

(3) 探究の過程 

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

理科編理数編4) における資質・能力を育むため

 に重視する探究の過程のイメージを，思考力，

 

判断力，表現力等と学びに向かう力，人間性等

に関する学習指導要領の主な記載とそれぞれ組

み合わせてまとめた例を，それぞれ表３，表４

 に示す。

小・中においても，基本的には高等学校の例

と同様の流れで学習過程（探究の過程）を捉え

ることが必要である。表１のとおり，中・高で

の「探究の過程」は，小学校では「問題解決の

過程」となることから，表３，表４のいずれに

おいても小学校学習指導要領（平成29年告示）

解説理科編5) を引用し，問題解決の過程が探究

の過程と異なる場合については（　）で追記し

た。なお，表３の小学校の各学年で育成を目指

す思考力，判断力，表現力等については，当該

学年において育成することを目指す力のうち，

主なものを示していることから，他の学年で掲

げている力の育成についても十分に配慮する必

要がある。また，表４の学びに向かう力，人間

性等の例について，主体的に学習に取り組む態

 度の評価を考慮し，３つの側面に分類した。
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領域（見方）

【エネルギーの捉え方】
風とゴムの力と働き，光と音の性質，磁石の性質（小３），振り子の運動（小５），てこの規則性（小６），力の働き，光と
音（中１），電流，電流と磁界（中２），力のつり合いと合成・分解，運動の規則性，力学的エネルギー（中３），運動の表
し方，様々な力とその働き，力学的エネルギー，波，熱，電気（物基）

【エネルギーの変換と保存】
磁石の性質，電気の通り道（小３），電流の働き（小４），電流がつくる磁力（小５），電気の利用（小６），電流，電流と磁
界（中２），力学的エネルギー，エネルギーと物質（中３），力学的エネルギー，波，熱，電気，エネルギーとその利用，物理
学が拓く世界（物基）

【エネルギー資源の有効利用】
電気の利用（小６），エネルギーと物質，自然環境の保全と科学技術の利用（中３），エネルギーとその利用，物理学が
拓く世界（物基）

【粒子の存在】
空気と水の性質（小４），燃焼の仕組み（小６），物質のすがた（中１），物質の成り立ち（中２），水溶液とイオン，化学
変化と電池，エネルギーと物質，自然環境の保全と科学技術の利用（中３），化学と物質，物質の構成粒子，物質量と化
学反応式，化学が開く世界（化基）

【粒子の結合】
燃焼の仕組み，水溶液の性質（小６），物質の成り立ち，化学変化，化学変化と物質の質量（中２），水溶液とイオン，化
学変化と電池（中３），化学と物質，物質と化学結合，物質量と化学反応式，化学反応，化学が拓く世界（化基）

【粒子の保存性】
物と重さ（小３），物の溶け方（小５），水溶液の性質（小６），水溶液（中１），化学変化，化学変化と物質の質量（中
２），水溶液とイオン（中３），化学と物質，物質量と化学反応式，化学反応，化学が拓く世界（化基）

【粒子のもつエネルギー】 金属，水，空気と温度（小４），状態変化（中１），化学変化（中２），化学と物質，化学が拓く世界（化基）

【生物の構造と機能】
身の回りの生物（小３），人の体のつくりと運動（小４），人の体のつくりと働き，植物の養分と水の通り道（小６），生物
の観察と分類の仕方，生物の体の共通点と相違点（中１），生物と細胞，植物の体のつくりと働き，動物の体のつくりと
働き（中２），生物の特徴，神経系と内分泌系による調節，免疫（生基）

【生命の連続性】
身の回りの生物（小３），季節と生物（小４），植物の発芽，成長，結実，動物の誕生（小５），生物の観察と分類の仕方
（中１），生物と細胞（中２），生物の成長と殖え方，遺伝の規則性と遺伝子，生物の種類の多様性と進化（中３），生物
の特徴，遺伝子とその働き（生基）

【生物と環境の関わり】
身の回りの生物（小３），季節と生物（小４），生物と環境（小６），生物の観察と分類の仕方（中１），生物と環境，自然
環境の保全と科学技術の利用（中３），生物の特徴，植生と遷移，生態系とその保全（生基）

【地球の内部と地表面の変動】
雨水の行方と地面の様子（小４），流れる水の働きと土地の変化（小５），土地のつくりと変化（小６），身近な地形や地
震，岩石の観察，地層の重なりと過去の様子，火山と地震，自然の恵みと火山災害・地震災害（中１），生物と環境，自
然環境の保全と科学技術の利用（中３），惑星としての地球，活動する地球，地球の変遷（地基）

【地球の大気と水の循環】
太陽と地面の様子（小３），天気の様子（小４），天気の変化（小５），気象観測，天気の変化，日本の気象，自然の恵み
と気象災害（中２），生物と環境，自然環境の保全と科学技術の利用（中３），大気と海洋，地球の変遷，地球の環境
（地基）

【地球と天体の運動】
太陽と地面の様子（小３），月と星（小４），月と太陽（小６），天体の動きと地球の自転・公転，太陽系と恒星（中３），地
球の変遷（地基）

エネルギー
（量的・関係的
な視点）

粒子
（質的・実体的
な視点）

生命
（共通性・多様
性の視点）

地球
（時間的・空間
的な視点）

内容

表２　小学校理科・中学校理科・高等学校の基礎を付した科目の各領域を柱とした内容の構成
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表３，表４は，探究の過程において育成を目

指す思考力，判断力，表現力等と学びに向かう

力，人間性等の目標をそれぞれ評価する際に，

小・中・高の一貫性を確認する資料として活用

 した。

 

２　学習評価方法の事例の作成に当たって 

学習指導要領においては，評価の場面や方法

を工夫して，学習の過程や成果を評価し，資質

・能力の育成に生かすようにすることが示され

ている。また，学習指導要領の趣旨の実現に向

けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な

充実に関する参考資料6) においては，指導と評

価の考えに立った学習評価の改善について示さ

れている。これらを踏まえ，学習評価方法の作

成に当たって，さまざまな評価方法，形成的な
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小学校 中学校 高等学校
自然事象を観察し,必要な情報を抽出・整理
する力
抽出・整理した情報について，それらの関係
性（共通点や相違点など）や傾向を見いだす
力

課題の設定
（問題の設定）

見いだした関係性や傾向から，課題を設定す
る力

仮説の設定
（予想や仮説の設定）

見通しを持ち,検証できる仮説を設定する力 （関係付けて調べる活動を
通して）根拠のある予想や
仮説を発想する（小４）

仮説を確かめるための観察・実験の計画を
立案する力
観察・実験の計画を評価・選択・決定する力

観察・実験の実施 観察・実験を実行する力

結果の処理
観察・実験の結果を処理する力

観察・実験の結果を分析・解釈する力
情報収集して仮説の妥当性を検討したり，考
察したりする力
全体を振り返って推論したり，改善策を考え
たりする力
新たな知識やモデル等を想像したり，次の課
題を発見したりする力
事象や概念等に対する新たな知識を再構築
したり，獲得したりする力

表現・伝達
考察・推論したことや結論を発表したり，レ
ポートにまとめたりする力

表現する 表現する 表現する

思考力，判断力，表現力等の例

自然事象に対する気付き

（比較しながら調べる活動
を通して）問題を見いだす
（小３）

問題を見いだし見通しをも
つ（中１）

観察，実験などを通して探
究する

規則性，関係性，特徴など
を見いだす

考察・推論
（考察，結論の導出）

（多面的に調べる活動を
通して）より妥当な考えを
つくりだす（小６）

規則性，関係性，共通点や
相違点，分類するための
観点や基準を見いだす
（中１）
規則性や関係性を見いだ
す（中２）
特徴，規則性，関係性を見
いだす（中３）
結果や資料を分析して解
釈する（中２，中３）

見通しをもって解決する方
法を立案する（中２）

検証計画の立案
（条件を制御しながら調べ
る活動を通して）解決の方
法を発想する（小５）
見通しをもって観察，実験
を行う（小３～小６）

見通しをもって観察，実験
を行う（中１～中３）

探究の過程
（問題解決の過程）

理科における資質・能力

表３　探究の過程及び理科における資質・能力に係る小学校，中学校，高等学校の思考力，判断力，表現力等

探究の過程
（問題解決の過程）

理科における資質・能力 学びに向かう力，人間性等の例

全ての過程
主体的に自然事象と関わり，それら
を科学的に探究しようとする態度

主体的に問題解決しようとする態度（小）
事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度（中）
主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度（高）

※１　粘り強い取組を行おうとする側面
※２　自らの学習を調整しようとする側面

考察・推論
（考察，結論の導出）

学んだことを次の課題や，日常生活
や社会に活用しようとする態度

生物を愛護する（生命を尊重する）態度（小）
生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度（中）
生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度（高）

※３　理科を学ぶことの意義や有用性を認識しようとする側面

表４　探究の過程及び理科における資質・能力に係る小学校，中学校，高等学校の学びに向かう力，人間性等
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評価をそれぞれ次のように整理し，学習評価方

 法の事例様式を検討した。

 

(1) さまざまな評価方法 

「指導と評価の一体化」のための学習評価に

関する参考資料高等学校理科7) においては，知

識・技能，思考力・判断力・表現力，主体的に

学習に取り組む態度（以下，３観点）の評価に

当たって３観点の特性への配慮が記載されてい

るが，評価の方法として，発言や記述の内容，

ペーパーテスト，行動の観察，パフォーマンス

テストしか示されておらず，具体が不明である。

そこで，西岡ら（2022）8) によるさまざまな評

価方法を引用し，選択解答式（多肢選択問題，

正誤問題，順序問題，組み合わせ問題，穴埋め

問題など），自由記述式（担当記述，作問法，

概念マップ法，ペン図法，描画法など），実技

テスト（実験器具の操作，口頭試問など），授

業場面での日常的な評価（発問への応答，活動

の観察），パフォーマンス評価（実験の計画・

実施・報告，レポート，観察記録，口頭発表，

ディベートなど），ポートフォリオ評価法の６

つに分類し，さまざまな評価方法として扱うこ

 ととした。

 

(2) 形成的な評価 

形成的な評価について，本編では，学習指導

要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協

働的な学びの一体的な充実に関する参考資料6) 

における「指導と評価の一体化」の考えに立っ

た学習評価の改善に留意した。１つ目は，評価

の結果によって後の指導を改善し，さらに新し

い指導の成果を再度評価する「指導と評価の一

体化」を図る中で，児童生徒一人一人のつまず

きや伸びについて指導過程で評価する「形成的

な評価」を行うことである。２つ目は，形成的

な評価を生かしながら，学習指導要領に示す各

教科の目標に照らして児童生徒が「おおむね満

足できる」状況となるようきめ細かく指導・支

 援することである。

(3) 学習評価方法の事例様式の検討 

学習評価方法の事例の様式を図１に示す。作

成者と協議し，理科の資質・能力や内容の系統

性などの小・中・高の一貫性，さまざまな評価

方法及び形成的な評価を踏まえ，図１に記載の

 ８項目を設定した。

図１　学習評価方法の事例様式 

 

　本様式の特徴について以下に記載する。「４

　評価規準」では，例えば高等学校において，

知識では「○○なことを理解している」，技能

では「○○に関する技能を身に付けている」，

思考力・判断力・表現力では「○○の観察，実

験などを通して探究し，□□を見いだして表現

している」，主体的に学習に取り組む態度では

「科学的に探究しようとしている」，「見通し

をもち，振り返っている」など，記入例を様式

に付した。「５　学習評価方法」では，前述の

６つの分類に基づく評価の方法を記載し，その

具体的な評価の内容と基準を「７　評価の具体

例」に記載することとした。「６　おおよその

評価の流れ」では，作成者が評価方法と形成的

な評価に焦点を当てながら事例を手軽に作成で

きるように，学習指導案等の記載は略し，代わ

りに，評価の場面を想起できるよう試みた。

「８　形成的な評価を促す児童・生徒に対する

指導の手立て」では，前述の形成的な評価に基

づき，評価をするに当たって前提となる必要な

知識・技能を明示するとともに，「７　評価の

具体例」において評価Ｃとなる（評価規準に満
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たない）児童生徒に対する指導の手立てを記載

 することとした。

当初，「４　評価規準」は，「４　身に付け

させたい力」としていたが，比較する力，関係

付ける力などの理科の「見方」自体に力を付し

て記載してしまう事例が生じた。「見方・考え

方」自体は，問題解決の活動を通して育成を目

指す資質・能力としての「知識」や「思考力，

判断力，表現力等」とは異なり，評価の対象と

はならないことから，様式を改めた。また，

「５　学習評価方法」は，「５　学習評価ツー

ル」としていたが，作成者からは現場で馴染み

やすい表現の方がよいのではという意見もあり，

「ツール」は測定するもの，「方法」は「ツー

ル」に加えて評価への適用も含むものと考えら

 れることから，様式を改めた。

学習評価方法の事例様式，及び作成した事例

について，栗山町内の小・中・高の理科担当教

諭と月に１回ずつの計４回オンラインで検討し，

その後集合形式で栗山町立栗山小学校，栗山町

立栗山中学校，北海道栗山高等学校で研究授業

と研究協議を行う栗山町授業交流会を実施した。

また，当センターの研修講座受講者には，研修

講座で「学習評価方法の充実」を設定し，研修

講座で取り扱った観察，実験を対象に事例を作

 成していただいた。

 

３　栗山町授業交流会での事例 

栗山町内の小・中・高の理科担当教諭と検討

しながら作成した学習評価方法の事例のうち，

 授業交流会で扱ったものを以下に記載する。

図２は，小学校６学年のエネルギー領域「て

この規則性」の単元において，自由記述式（描

画法）で思考・判断・表現を評価する事例であ

る。授業では，1.5ｍ程度の棒状のてこを使っ

て20kgの砂袋を持ち上げるパフォーマンス課題

に取り組んだ後，割り箸を用いたミニてこモデ

ルで思考を整理し，ノートに力を加える位置と

力の大きさを関係付けて描画する活動を行った。

授業者は評価Ｃとなりそうな児童の実態に応じ

て，前時に学習した「支点・力点・作用点」の

知識・技能を活用したり，てこを持ち上げると

きの手応えの大小，支点から力点までの距離，

支点から作用点の距離に着目するよう，適宜指

導していた。なお，児童のノートを評価すると，

概ねＡが３割程度，Ｂが７割程度の状況であっ

た。研究協議では主に，条件の制御の考え方が

できているかについても，形成的に評価しなが

ら，児童に指導する必要性があったのではない

 かということが論点となった。

図３は，中学校３学年のエネルギー領域「運

動とエネルギー」の単元において，パフォーマ

ンス課題（実験の計画・実施・報告，レポー

ト）で思考・判断・表現を評価する事例である。

授業では，斜面上の台車にはたらく力の大きさ

と斜面を下る台車の速さの変化を調べる課題に

ついて，斜面の傾きと台車にはたらく力，台車

の速さの変化を関係付けてレポートを作成する

活動を行った。授業者は評価Ｃとなりそうな生

徒の実態に応じて，前時までに学習した「ばね

ばかりや記録タイマーの使い方，速さの計算方

法，記録テープの整理方法」の知識・技能を活

用したり，斜面の角度と台車にはたらく力との

関係，台車にはたらく力と台車の速さの変化と

 の関係に着目するよう，適宜指導していた。

図４は，高等学校の粒子領域である化学基礎

の「物質と化学結合」の単元において，パフォ

ーマンス課題（実験の実施・報告）で主体的に

学習に取り組む態度を評価する事例である。授

業では，鍋の焦げを身の回りのものを用いて落

とす課題について，生徒の実際の取組から評価

する活動を行った。授業者は評価Ｃとなりそう

な生徒の実態に応じて，前時に学習した「化学

結晶の性質」の知識・技能を活用したり，条件

の制御の考え方を用いること，試行錯誤しなが

ら取り組むことを適宜指導していた。なお，児

童の取組を評価すると，概ねＡ，Ｂそれぞれ５

割程度の状況であった。研究協議では主に，予

想を立てる時間や場面の確保，知識・技能を活

用させる教材の工夫が論点となった。

北海道立教育研究所附属理科教育センター

河端将史
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図２　小学校６学年「てこの規則性」の事例 図３　中学校３学年「運動とエネルギー」の事例

図４　高等学校化学基礎「物質と化学結合」の事例 図５　高等学校化学基礎「物質と化学結合」の原案
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図５は，図４の事例における作成者の原案で

あり，ペーパーテストから脱却し科学的に探究

する活動を通して評価したこと，評価の観点を

１つに焦点化したこと，形成的な評価を促すた

めの手立てを工夫したこと，評価規準と評価Ｂ

となる例を対応させたことなど，作成者の多く

 の変容を見取ることができる。

研究協議の最後に，栗山町内の小・中・高の

理科担当教諭より，「授業で生徒の評価を見取

る際に，評価基準を明確化するとともに，児童

生徒に必要な手立てを予め考えておくことの重

要性を再確認できた。」，「様式について，身に

付けさせたい力よりも評価基準の方がよい。」，

「引き続き評価の観点に沿ったさまざまな評価

方法を学びながら，よりよい事例を作成した

い。」などの発言があった。 

 

４　学習評価を作成する際の視点 

研修講座受講者が作成した事例は，栗山町授

業交流会の成果を踏まえ，講座修了後の職場実

践や当センター職員による直接の指導・助言を

往還させながら，検討・改善した。その過程で

得られた，学習評価を作成する際のⅠ～Ⅴの視

 点を表５に示す。

 

表５　学習評価を作成する際の視点 

 

Ⅰは，特に，評価の観点が思考・判断・表現

の場合に，評価規準では「○○なことを理解し

ている」や「○○に関する技能を身に付けてい

る」などの，評価方法では選択回答式のみや実

技テストのみなどの，知識・技能を見取る要素

が混在している例が見られた。西岡ら8) による

さまざまな評価方法では，単純な個々の知識や

技能を見取る場合は選択回答式や実技テストの，

複雑な思考・判断・表現や主体的に学習に取り

組む態度を見取る場合は自由記述式やパフォー

マンス課題の，評価方法がそれぞれ適切とされ

 ていることも参考とした。

Ⅱは，概ねⅠと考え方は同じであるが，特に，

設定した評価の観点以外を評価する活動が混在

している例が見られた。評価の具体例を構想す

るときには，事前に設定した評価の観点や評価

 規準と齟齬がないことを確認した。

Ⅲは，特に，評価規準が評価Ａとなる例と一

致してしまう例が見られた。評価規準は，学習

指導要領に示す各教科の目標に照らして児童生

徒が「おおむね満足できる」状況であることか

ら，評価Ｂとなる例と一致させるべきである。

また，評価規準が単元の内容となっており，評

 価の具体例と整合性のない例も見られた。

Ⅳは，特に，評価ＡとＢの差が明確でなかっ

たり，評価Ａが評価Ｂの上位になく枝分かれし

た例が多く見られた。評価Ｂとなる「おおむね

満足できる」状況より，「十分満足できる」状

況と判断されるものをＡ，「努力を要する」状

況と判断されるものをＣとして，客観的に区別

 できるものとした。

Ⅴは，特に，評価ＣをＢに改善するために必

要な，知識・技能が整理されていない例や具体

的な指導の手立てが記載されていない例が見ら

れた。理科の見方・考え方も含めて，形成的評

価を生かしながら，きめ細かく指導・支援する

 計画を立てておきたい。

最後に，Ⅰ～Ⅴの視点には記載していないが，

作成した事例がどの探究（問題解決）の過程に

位置付けられているかについても，表３，表４

 を参考にしながら，作成することが必要である。

 

５　作成者による評価 

作成者による評価として，アンケートフォー

ムを用いた調査を，事例完成後に行った結果を

表６に示す。研修講座や事例の作成をとおした

各項目の理解度について，４件法（４：深めら

れた，３：やや深められた，２：やや深められ

なかった，１：深められなかった）で回答して

 いただいたものである。

北海道立教育研究所附属理科教育センター

河端将史

視点 内容
Ⅰ 評価規準や評価方法は、評価の観点を見取るものとして適切か
Ⅱ 評価の具体例は、評価の観点や評価規準を見取るものとして適切か
Ⅲ 評価Ｂとなる例は、評価規準を見取るものとして適切か
Ⅳ 評価Ａ、Ｂ、Ｃとなる例は、客観的に区別できるものとして適切か
Ⅴ 形成的な評価を促す指導の手立ては、評価ＣをＢに改善するものとして適切か
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校種別で比較すると，①の教員経験年数はい

ずれも同程度であり，②の観点別評価について

は小学校が，③のさまざまな評価方法について

は中学校が，④の形成的な評価については小学

校が，⑤の授業改善の視点については高等学校

が，最も高い数値となった。しかしながら，校

種別で対応のないｔ検定を行ったところ，いず

れの項目についても有意な差は見られなかった

ことから，校種別での理解度の違いはないと判

断できる。一方で，全校種で②～⑤を比較する

と，④が低い数値であることから，今後の指導

 ・助言の重点項目とするべきと考えられる。

なお，自由記述では，「さまざまな評価を取

り入れることで教師や児童の意識の変化が見ら

れた」「評価の方法や基準について理解できた

 ため，実践していきたい」などの回答があった。

 

６　理科の学習評価事例集 

作成者のご協力により，本事例集では，領域

別でエネルギー25，粒子18，生命17，地球10，

生活科２，校種別で小学校24，中学校20，高等

学校28，観点別で知識・技能18，思考・判断・

表現42，主体的に学習に取り組む態度12，評価

方法別で選択回答式２，実技テスト７，自由記

述式27，パフォーマンス課題36の，計72の事例

が集まった。また，本事例集を掲載した特設サ

イトを当センターのウェブページにアップロー

ドし，令和５年２月10日付け事務連絡にて各学

 校等に周知したところである。

小・中・高を一貫して，評価方法や形成的な

評価を中心に，70以上を掲載した評価事例集は，

これまでなかったのではないだろうか。今後の

 指導の改善等にご活用いただければ幸いである。
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平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
①　教員経験年数 12.88 11.16 12.36 8.94 12.05 9.53 12.42 9.77
②　観点別評価について 3.59 0.51 3.50 0.52 3.21 0.79 3.42 0.64
③　さまざまな評価方法について 3.41 0.62 3.50 0.52 3.32 0.58 3.40 0.57
④　形成的な評価について 3.18 0.73 3.07 0.62 3.05 0.78 3.10 0.71
⑤　授業改善の視点について 3.41 0.62 3.36 0.50 3.53 0.77 3.44 0.64

小学校（N=17） 中学校（Ｎ＝14） 高等学校（Ｎ＝19） 計（Ｎ＝50）
表６　教員経験年数と４件法による事例作成をとおした各項目の理解度
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